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一般科目応用数学科  中谷実伸 
０．はじめに 
 
 昨年度から今年度までの 2年間に亘り、総合情報処理センターの副センター長を勤めさせてい
ただいた。肩書きは立派だが、その実なんとも頼りなく、他のスタッフの方々にお世話になりっ
ぱなしであった。 
 総合情報処理センターの副センター長は、同時に「教育システム評価委員会」の委員と言う肩
書きも持つことになる。教育システム評価委員会は、主に学校の PDCAサイクルについての見直
しを行う委員会である。「Plan」→「Do」→「Check」→「Action」からなる PDCAサイクルで
は、その「Check」においてアンケートなどによる現状把握を行い、環境の改善などの「Action」
を行う。 
 教育システム評価委員として、総合情報処理センターの PDCAについて確認をするのが私の職
務の一つであった。 
今回は総合情報処理センターにおける今年度の「Check」と「Action」について述べたいと思
う。 
 
１．Check～アンケートと、ご意見箱の設置～ 
  
 教育システム評価委員会では、それまで多種多様にあったアンケート群の調整と整頓が行われ
た。１年の間に様々なアンケートが行われていたが、それぞれの委員会等でバラバラに作成され
ていたため、中には重複する内容の設問も多々あった。学生の負担を少しでも軽くするために、
一度すべてのアンケートを整理する必要があったのである。 
しかし、アンケートを減らすことによって生徒や利用者の要望が反映される機会が少なくなっ
てはいけない。そこで、年に１，２度しか実施されないアンケートでは抽出が難しい「生きた声」
をとりあげるための措置も検討すべき、ということになった。 
  
 総合情報処理センターとしては、例年「教育環境アンケート」の中の一項目として、 
「2.3 総合情報処理センターの利用環境に満足していますか？」 
という設問（「満足」から「不満足」までの 5段階評価）と 
「2.8 教育施設およびその利用に関しての意見や要望があれば自由に書いて下さい」 
という自由筆記枠により、年に一度意見収集を行っていた。 
センタースタッフで話し合った結果、アンケートの内容や回数に関しては、これまでどおりに、
ということになった。またそれと同時に「目安箱」を設置することが決められた。 
アンケート項目や機会を悪戯に増やし生徒に負担をかけるのは得策ではない。それよりも、セ
ンターを利用中に思いついた意見や要望・不満などの「生きた声」を集めるために、「目安箱」
のようなものを設置した方が有効であろう、と判断したからだ。 
また、アンケートの漠然とした設問は全体的な印象を把握するのに非常に都合がいい。さらに、
より細かい意見については「目安箱」への投書から把握できる。利用者からの声に対して、総合
情報処理センターは、まったく異なる性質を持つ２つの窓口を持つことになるのだ。 
 こうして 2006年 2月。「ご意見箱」と書かれた箱が、総合情報処理センターの第 2演習室に設
置されることとなった。ご意見箱のすぐ下には専用の用紙が置かれ、演習室を使用した生徒が感
じた不満や意見などを即座に書き込むことができる。 
  
 総合情報処理センターは、利用者からの意見・要望・不満に対して、より注意深く耳を傾ける
ことになったのである。 
 
 
 
ご意見箱（第 2演習室に設置） 記入用紙 回答用紙 
   
１．Action～結果、そして対応～ 
  
 例年のごとく今年度も「教育環境アンケート」が実施された。機種更新から間もないこともあ
ってか、総合情報処理センターに対する利用者の感想は概ね「満足」であった。しかし要望や不
満の声もあった。そしてその内容は、ご意見箱に投書された要望と一致するものであった。それ
は次の 2点である。 
１・センターの利用時間を延ばしてほしい。 
２・CADを使える環境を増やして欲しい。 
PDCA の Action とは、このようにして得られた意見や要望に対して改善を試みることである。
センタースタッフはこの 2点について対応を考えることとした。 
  
 このうち２に関しては、CAD 用のソフトウェアがシェアウェアであることもあり、使用でき
る端末数を簡単に増やすことはできなかった。そのため、今後のソフトウェア更新時に考慮する
こととなった。 
 
 １に関しては、以前からよく耳にする意見であった。総合情報処理センターの閉館時刻は 17
時である。17時近くになると、使用中の全端末のディスプレイに閉館時刻が間近であるというメ
ッセージが表示され、17時になると一斉に電源が落ちてしまう。 
 特に今年度から始まった 100分授業のため、日によっては終業後 20分程度で閉館時間となっ
てしまう。全体から見れば 1割にも満たない意見とはいえ、この要望が一番多かったのは、至極
当然のようにも見える。 
 
しかし、実は「時間外利用願」の書類を提出すれば、その後も 22 時まで端末を使用すること
ができるのである。課題作成のためならば、指導教員の押印がされれば、17時以降も作業を続け
ることが可能なのだ。 
22時以降の時間延長は、教育的配慮などから、すべきではないだろう。 
「時間外利用願」を提出するのが面倒なのではないか、という意見も出たが、職員不在の状況
での利用を考えれば、何らかの手続きは必要であると思われる。職員の勤務時間の延長も、また
簡単ではない。 
したがって、「総合情報処理センターの利用時間を延ばしてほしい」という要望は、「時間外利
用願を提出してください」としか応えようがないように思われた。 
 
ただし、ここで１つの問題点が浮かび上がった。規定では、時間外利用願の提出は 15 時まで
となっている。これでは終業後に時間外利用願を提出することは簡単ではない。 
 
そこで、今回の改善策として、時間外利用願の提出時間を 17時までとすることにした。「利用
時間を延ばす」ことはできないが、時間外利用願を提出しやすくすることにより、「長時間に亘
る利用のしやすい」環境を作ることにしたのだ。 
 利用者からの要望に対して、センターは１つの Actionを起こしたのである。 
 利用者の方々は、ぜひともこの試みを最大限に活用していただきたい。 
 
２．最後に 
  
総合情報処理センターは、利用者のことを配慮した運営を心がけている。しかしながら、その
運営が有効かどうか判断するためには、利用者を始めとする他者からの評価が必要である。 
今回のアンケートならびに投書から、新たな試みが生まれることとなった。この試みが果たし
て有効であったかどうかは、また次のアンケートや投書から判断されることになる。 
残念ながら、「ご意見箱」に投書される意見はまだかなり少ない。都合よく解釈すれば、利用
者の方々はそれだけ満足をしている、ということであろう。しかし悪く解釈すれば、まだ「ご意
見箱」がしっかりと認知されていないということであろう。 
より良い環境を作るためには、利用者の方々からの意見・要望・不満は重要である。 
だからこそ、あらためて声を大にして申し上げたい。 
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